
･B
に
止
獣
の
も
の
が
あ
る
)

欽
…し
そ
の
椎
部
は
榔
め
て
少
な
い
｡

魚
加

は
秋
州
内
に
多
-
の
粕
軸
が

あ
る
け
れ
ど
も
仙
椎
｣=回
は
少
な

い
｡

全

州

に
仇
す
る
も
の
は
･流
と
し
て
ム
p
ア
ジ
'
イ
ワ
シ
､
ト
ウ
ゴ
ロ
イ

ワ
シ

カ
マ
ス
､
ボ
ラ
､
イ
ツ
ト
ウ
ダ
ヒ
､

ハ
タ
軸
､

ヒ
メ
ジ
知
で
あ
る
｡
こ

れ
韓

の
外
'
雅
雄
軸
は
細
め
て
少
な
-
布
川
滞
知
は
約
ん
ど
触

い
､
付

目ハ
ラ
オ
鵜
に
限
り
鰐
魚
が
松
息
し
て
ゐ
る
の
は
前
群
抑
良
に
鵬
知
が
約

ん
ど
肘
な
い
の
と
北
ハ
に
耐
･E
い
郎
仰山
で
あ
る
｡

以
上
は
･謀
と
し
て
粘
問
に
硯
ほ
れ
て
ゐ
る
南
汀
肝
粍
珊
瑚
礁
の
地
形

に
就

い
て
此
ハ
の
性
状
を
地
べ
た
の
で
あ
る
が
火
山
粒
を
除
き

1
般
的
に

年
代
で
始
ISg'が
脚
部
で
な
い
珊
瑚
粘
附
妃
の
航
脂
に
は
地
形
的
知
･#
よ

り
も
周
到
な
瓜
光
り
が
必
嬰
で
あ
る
の
を
附
首
す
る
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集

前
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稲
二
肘

菊
板

前
耐
聖

へ
二
･=

昭
利
.<
叫
十
二
月

･:光
脚
光
剛
Rg
C
毎

後
嗣
六
二
九
十
三
九
m

昭
利
六
郎
∬
月

光
惜
六
囲
光
∩
盛

北
京
古
今
沓
院
故
行

政
-;
畔
北
山
の
論
文
恥
骨
潮
は
内
外
の
多
数
の
郁
誌
や
刊
行
物
に
職

せ
ら
れ
て
車
に
は

一
寸
手
に
し
獅

い
も
の
も
あ
る
O
北
淡
の
如
き
地
坪

北
倍
額

の
前
出
は
献
接
の
門
弟
で
な
い
と
し
て
も
地
壌
愛
好
瀬
が
何
を

措

い
て
も
紙
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
O
前
後

二
綱
を
菰
じ
八
部
に

稲
鼓
し
､
(
〓
火
山
十

.t
持
､
(
二
)
p地
斑
地
形
王

二
節
(
≡
)
'永
河
三

円
(
円
)
地
試
､地
租
迎
鋤
十

一
節
､
(
hJ
)
考
廿
桝
､
入
朝
撰
七
符
､(
六
〕

新

背

約

介

人
文
地
労
.七
節
､
(
七
)
地
誌
三
脚
'
(
八
)地
州
軟
骨
四
節
､
計
就
十
九
肺

の
脚
光
論
文
を
也
托
さ
れ
美
し
-
印
刷
さ
れ
て
あ
る
0
北
㌫

他
日
を
払

う
て
比
て
ゆ
-
と
日
本
地
喫
非
に
砂
煙
を
如
へ
た
も
の
が
朔
々
と
し
て

川
て
氷
る
｡
火
川
め
部

で
は
妙
高
火
川
及
び
八
ケ
如
火
-;
の
pd
災
糾
恋

骨
報
せ
に
川
た
郷
頂
が
あ
り
､
地
封
地
形
の
部
で
は
班
女
の
解
脱
紅
僻

地
放
射
や
粗
逸
文
の
瑚
t1
内
相
地
形
堺
的
考
雛
の
力
符

や
'
滋
江
梅
坪

の
平
城
や
升
那
盆
地
や
の
荊
服
の
鋭
利
な
も
の
が
あ
り
､
地
軸
郎
劫
に

別
し
て
は
静
組
や
偽
と
捌
氷
地
.613
の
地
形
堺
的
撃
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あ
っ
て
何
れ
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日収
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十
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の
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本
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地
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の
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考
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で
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獅
逸
文
の
日
本
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擬
火
が
あ
っ
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淡
朗
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よ
き
稚
食
物
､
地
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の
部
に
は
潮
11
内
と
北
に
ペ
テ
ル
マ
ン
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",
ツ
タ
イ
ル
ン
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に
掬

げ
ら
れ
た
端
僻
地
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狐
超
文
地
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が
あ
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も
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1
る
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し
い
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り
で
あ
る
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船
難
の
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は
淑
月
内
の
の
如
-
省
か
れ
た
も
の
も
あ

る
が
火
山
の
地
班
岡
の
如
き
は
う
ま
-
縮
小
さ
れ
て
十
二
分
に
役
.い.
つ

も
の
で
あ
る
｡
怨
憎
に
は
歌
作
日
蝕
､
略
%
純
と
非
に
辻
村
氏
の
山
崎

博
士
と
日
本
の
地
租
鶴
の
山
純
が
あ
っ
て
錦
上
に
花
を
準

え
て
ゐ
る
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潜
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あ
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叫
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た
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奈
瓜
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築
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に
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い
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搬
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光
十
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づ
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も
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し
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行
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に
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が
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が
し
い
し
か
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力

の
入
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た
文
碑
で
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っ
て
敬
服
に
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O
予
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半
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す
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ま
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光
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魚
鞭
文
聯
ii･
の
快
瀬

で
あ
る
'
氏
は
笛
て
光
琳
･gt
:史
仇
調
教
漆

山
で
あ
り
､
夫

似
府
及
典
帰
順
の
史
的
制
裁

香
山
を
も
舘
ね
て
2
=
,b
れ

る
の
で
あ

る
か
,0
､
か
う
し
た
耶
光
に
は
仙
北
を
和
せ
ら
れ
る
の
も
;).･=

欽
…で
は
あ
る
が
'
今
朴
の
離
水
な
研
究
的
旗
臆
･O
-
明
快
な
行

文
と
は

(I.約

空

矢
.･=

わ

い
づ
九
･品

に
も
捌
ほ
れ
て
ゐ
る
0
本

許
は
大
沢
誠

舛
以
水
本
小
に
煎
る
十
教
小
間

の
成
約
を
雄
や
b
れ
た
も
の
で
､
Tii瑚

時
代
の
寺
院
制
臆
'
柵
津
河
内
抑
氏
の
本
井
･
淋
枚
氏
の
繋
船
空

車

北
淡
川
河
日
の
簸
蛙
､
申
北

の
却
･a
伽
､
八
幡
･:=･=
と
此
利
B
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三
非
寺

と
足
利
Ef
.
吉
野
鋸
峰
山
と
-1
伏
､
氷
大
帝
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開
軸
部
華

中
北
に
於

け
る
奈
良
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時
代
の
斗
･a
.
六
枚
緋
碑
聖

教
蜘

刷
批

破
聖

代
岬
と

榊ー
榊
と

の
㈱
怖
､
た
い
ふ
十
川
純
が
大
綱
で
あ

っ
て
･
･:X;:と
し
て
申
北

･3
鵬
史
他
州
に
鵬
す
る
論
文
弘
と
み
る
こ
と
が
川
氷
る
｡
妃
岬
郷
土
桝

節
二
雛

蒜
吋

七
六

光
と
い
ふ

こ
と
が
独
行
し
て
き
て
､
多
-
の
雑
S･.･j
が
粥
川
し
て
ゐ
る
が

北
ハ給
ず
る
俳
は
賦
欝
地
形
人
｡
の
締
軸
･
交
池

の
jIた
儲
麺
迷
額

の
衣
:t;

約
･Eg
油
に
止
ま

っ
て
'

↓
非
を
す

ゝ
め
て
過
去
の
☆
鵬
を
校
旅
す
る
に

苧

b
な
.い
o
X
地
糊
料
碑
も
多
い

こ

と
で
は
あ
る
が
..tl:=
弼
の
地
形
'紳

桝
都
築
呼

の
訟
堺
に
氾
ほ
れ
て
'
人
文
現
象
の
囚

て
氷
る
を
朋
に
す
る

も
の
が
抄
な

い
､
魚
狩
野
も
舘
て
去
っ
て
ゐ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
･

妃
経

の
願
史
地
理
は
ま
だ
毅
帖
で
あ
る
､
過
去

の
兆
や
,
郷
や
､
印
の

地
裁

の
文
辞
に
硯
は
る
1
も
の
は
鵜
だ
多

い
J
氾
紙
も
吋
な
り
あ
る
が

そ
れ
が
今
日
の
村

の
い
づ

こ
で
あ
る
か
が
わ
か
ら
ぬ
も
の
ば
か
-
ど
,

せ
め
て
こ
の
中
世
の
上
地
の
宅
が
肋
に
な
ら
な
-

て
は
､
日
本

の
批
e
=

史
も
別
に
な
ら
ぬ
と
い
っ
て
ゐ
ら
れ
る
辺
り
､
雛
碑
も
山
城
や
け
淡
や

柵
津
や
河
内

の
申
北

の
地
排
に
つ
い
て
考
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せ
ら
れ
る
岬
が
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い
､

予
は
聖

人
の
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究
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す
る
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に
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憤
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に
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尊
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能
す
る
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っ
て
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湖
に
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で
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券
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と
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湖
に
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め
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史
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れ
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友
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